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公式サイトから資料を
DLできます。
パスワード: pk_py1109
puzzleknot.wp.xdomain.jp

puzzleknotについて

• 自由にプログラミングをする
サークルです

• 勉強会の主催や競技大会(ICPC, 
CODE FESTIVAL)に向けた活動
などをしています

• 新入部員募集中！
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今日の流れ

• 第1回
• イントロダクション
• Pythonの導入 約60分
• Pythonを動かしてみよう 約30分
• プログラムの設計について
 時間があれば触れます

(第2回につながります)
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イントロダクション
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プログラミングは…
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• プログラミングは
難しい
始めにくい

• 学校でやるプログラミング
– あんまり楽しくない
– わからない人にとっては

第3外国語
– 2次方程式の解求めさせすぎ
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もうちょっと
楽しいことやりたい

• すぐに形になる
• 普段の生活ですぐに役立ちそう

なもの
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やりましょう
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(パイソン)とは？

• 1991年に登場したプログラミング言語
• 文法がわかりやすく、コードが読み

やすい
• ライブラリ(便利な機能)が豊富

• プログラムを短時間でかける
• Webプログラミングや科学技術計算に

⾧けている
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(パイソン)とは？

• 最初のプログラミングにPython
を勧める理由
– “おまじない”が少ない
– #include<stdio.h> ？

int とか %d ってなに？
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(パイソン)とは？

• 最初のプログラミングにPython
を勧める理由
– “おまじない”が少ない
– #include<stdio.h> ？

int とか %d ってなに？
– 最初からそんなことで詰まっても

仕方ない

– Pythonなら大丈夫！！
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(パイソン)とは？

• 最初のプログラミングにPython
を勧める理由
– コードが短く読みやすい

– C言語と比べてみましょう
– 2つの数字を受け取って

足し算した結果を表示するプログラム
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(パイソン)とは？

#include <stdio.h>

int main(){

int a, b;

scanf("%d%d", &a, &b);

printf(“%d¥n", a+b);

return 0;

}

12

C言語
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(パイソン)とは？

#include <stdio.h>

int main(){

int a, b;

scanf("%d%d", &a, &b);

printf(“%d¥n", a+b);

return 0;

}
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C言語

おまじない

おまじない

おまじない

おまじない
おまじない

脅威の”おまじない”率！！！

(パイソン)とは？

a = int(input())

b = int(input())

print(a + b)

14

Python



2017/12/18

8

(パイソン)とは？

a = int(input())

b = int(input())

print(a + b)
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Python
おまじない

本質(今回は数字を受け取る->足し算)に
関係ない部分が少ない
->「なんか知らんがとりあえず書く」

からの脱却

(パイソン)とは？

• 最初のプログラミングにPython
を勧める理由
– コードが短く読みやすい

– インデント(字下げ)によって
コードを区切る(コードブロック)
…C言語の中括弧 { } の代わり

必然的に読みやすいインデント、
コードになる

16



2017/12/18

9

2.x系と3.x系

• 現在用いられているPythonの
バージョンは2種類 (2.x / 3.x)

• 後方互換性がない (2.x系のコードは
3.x系の環境で動かない)ため区別

• ライブラリが3.x系に対応してきている
 3.x系に移行が進んできている
• 2.x系は2020年に開発終了予定

3.x系を勉強しましょう
17

C言語との違い

• Cはコンパイル方式
• Pythonはインタープリタ方式
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C言語との違い

• コンピュータはソースコードを直接
理解できるわけではない

19

#include <stdio.h>

int main(){
printf(“Hello,world!”);
return 0;

}

C言語のソースコード
コンピュータ

は？

C言語との違い

• 0と1の羅列(バイナリ)に変換する必要
がある

20

01110110001110101100101000
00011011100100111011110001
00110110110001000101010110
10101111110111000110101100
00111101110100111000111001
00101010110001001110111110

バイナリ
コンピュータ

御意
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C言語との違い

21

01110110001110101
10010100000011011
10010011101111000
10011011011000100
01010101101010111
11101110001101011

バイナリソースコード

#include <stdio.h>

int main(){
printf(“Hello,world!”);
return 0;

}

• 変換をまるごと一気にやってしまう
コンパイル方式 e.g.) C言語

• 変換を1行ずつやっていく
インタープリタ方式 e.g.) Python

C言語との違い

• Cはコンパイル方式
• Pythonはインタープリタ方式

イメージとしては…
• C : 翻訳された本
• Python : 同時通訳がそばにいる

という感じ？
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C言語との違い

• Cはコンパイル (翻訳) が必要
 できたバイナリは .exe形式など

(いわゆる実行ファイル)になる
 環境 (OSなど) に依存

• Pythonはコンパイル不要で即実行可
 Pythonが導入されていればどこでも動く
 実行速度はけっこう遅くなる

23

Pythonの導入
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インストール (Windows)

• www.python.org にアクセス
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インストール (Windows)

• ダウンロードしたファイルを実行
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インストール (Windows)

• スタート=>PowerShellを起動して,
> python -V と入力

• PowerShellはWindowsのCUIシェル
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CUIって？

• Character User Interfaceの略
• 要はコマンドでPCを操作する
• CUIを提供するソフトをシェルという

シェルは人間が打ち込んだコマンドを
コンピュータに伝える

• 対義語 : GUI
(Graphical User Interface)

マウス等を用いて直感的に操作が
できる
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CUIって？

• なんでCUIを使うの？
 GUIが提供されていないソフトの利用
 より高度な操作が可能

29

なんか強そう
難しそう

CUIって？

• シェルは端末（ターミナル）から利用
できます

• 「シェル」「ターミナル」
この辺の区別は難しいので、いまは
「ああ、コマンド使って操作できる
やつね」
くらいの認識で良いでしょう
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インストール (Windows)

• スタート=>PowerShellを起動して,
> python -V と入力

※コマンドであることを強調するために
最初に >を付けます(Windowsの場合)
> は入力しないでください

31

インストール (Mac)

• MacへのインストールはすべてCUIで
完結します

• というかそもそも2.x系はデフォルトで
入っている！

• 3.x系を準備するのは若干面倒です
（2.x系と混在してしまうのを防ぐ

ので）
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インストール (Mac)

• 以降に掲載するコマンドはブログに
掲載しているので、そちらからコピペ
するのを推奨します

• http://puzzleknot.org/study_open/325/
パスワードは pk_pycodeです

※コマンドであることを強調するために
最初に ＄を付けます(Macの場合)
＄は入力しないでください
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インストール (Mac)

• Finder -> アプリケーション
-> ユーティリティ -> ターミナル

• ターミナルが起動します

• $ xcode-select --install

※コマンドであることを強調するために
最初に ＄を付けます(Macの場合)
＄は入力しないでください
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インストール (Mac)

• $ xcode-select --install

• こんなのが出るのでインストール
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インストール (Mac)

• Homebrew をインストールします
• Homebrew

… Macのパッケージマネージャ

• つまりCUIで各種ソフトウェアを
インストールするためのツールです
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インストール (Mac)

• $ /usr/bin/ruby -e "$(curl -fsSL 
https://raw.githubusercontent.com/H
omebrew/install/master/install)„

• ⾧いですが、先頭の＄以外を3行
まるごとコピー＆ペースト

• 途中の$は消さないで（この$には別の
意味があります）
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インストール (Mac)

• $ /usr/bin/ruby -e "$(curl -fsSL 
https://raw.githubusercontent.com/H
omebrew/install/master/install)„

• うまくいかない人…
– 先頭の$は不要です
– 3行まるごとコピペしてますか？

最後の „ までです
– 管理者アカウントでPCにログインしていま

すか？
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インストール (Mac)

• pyenv をインストールします

• pythonのバージョンを混在させずに
いい感じにしてくれるソフト
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インストール (Mac)

• $ brew install pyenv

• Homebrewのコマンドは brew です

• $ pyenv install 3.6.3

40



2017/12/18

21

インストール (Mac)

• “The Python ssl extension was not 
compiled. Missing the OpenSSL lib?”
と言われインストールできない？
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インストール (Mac)

• “The Python ssl extension was not 
compiled. Missing the OpenSSL lib?”
と言われインストールできない？

 以下のコマンドを試してください(３行
まるごとコピペ)

$ CFLAGS="-I$(brew --prefix openssl)/include" ¥

LDFLAGS="-L$(brew --prefix openssl)/lib" ¥

pyenv install -v 3.6.3
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インストール (Mac)

• 順番に以下の4つのコマンド

• $ echo 'PYENV_ROOT="$HOME/.pyenv"' >> 
~/.bash_profile

• $ echo 'export 
PATH="$PYENV_ROOT/bin:$PATH"' >> 
~/.bash_profile

• $ echo 'eval "$(pyenv init -)"' >> 
~/.bash_profile

• $ source ~/.bash_profile

• 意味は(とりあえず)わからなくてOK！
43

インストール (Mac)

• 最後です
• $ pyenv global 3.6.3

• $ pyenv rehash

• $ python -V で
Python 3.6.3 と返ってくれば成功です!
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インストール (Ubuntu)

• 軽く触れます
• Bash on Windowsでしか試してない

ですがおそらく大丈夫です

• 参考: 
https://qiita.com/Fendo181/items/91
2b65c4fcc3d701d53d

45

インストール (Ubuntu)

• 以降に掲載するコマンドはブログに
掲載しているので、そちらからコピペ
するのを推奨します

• http://puzzleknot.org/study_open/325/
パスワードは pk_pycodeです

※コマンドであることを強調するために
最初に ＄を付けます(Ubuntuの場合)
＄は入力しないでください
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インストール (Ubuntu)

• $ sudo apt-get update

• gitが無い場合は
$ sudo apt-get install git 

• Pythonのビルドに必要なライブラリを
インストール
$ sudo apt-get install build-
essential libncursesw5-dev libgdbm-
dev libc6-dev zlib1g-dev 
libsqlite3-dev tk-dev libssl-dev 
openssl libbz2-dev libreadline-dev
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インストール (Ubuntu)

• pyenvのセットアップ

$ git clone https://github.com/pyenv/pyenv.git 
~/.pyenv

$ echo 'export PYENV_ROOT="$HOME/.pyenv"' >> 
~/.profile

$ echo 'export PATH="$PYENV_ROOT/bin:$PATH"' >> 
~/.profile

$ echo 'eval "$(pyenv init -)"' >> ~/.profile

$ source ~/.profile
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インストール (Ubuntu)

• pyenvへのPythonのインストール&設定

$ pyenv install 3.6.3

$ pyenv global 3.6.3

$ pyenv rehash

• バージョン確認
$ python -V

49

Pythonに触れてみよう
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Pythonを起動

51

• PowerShellで > python

• or ターミナルで $ python

対話型シェル

52

• 復習 - Pythonはスクリプト型言語
 1行ごとに実行する

• 1行ずつ入力してすぐに実行できる
モードがある！

 対話型シェルという
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scriptを実行

53

• もちろん、ファイルに書きこんだ
スクリプトを実行させることも
できます

• 拡張子は .py で保存
• コマンドは

> python test.py
($ python test.py)

やってみよう

54

• 対話型モードで計算をさせてみよう

>>> 1+2

入力してEnter
3 と出力されます
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やってみよう

55

• 対話型モードで計算をさせてみよう
– 足し算 5 + 2
– 引き算 5 - 2
– 掛け算 5 *  2
– 割り算 5 /  2

割り算は答えがちゃんと小数になります

– 割り算(切り捨て) 5 // 2
– 割り算(あまり) 5 % 2

• かっこを含んでいてもOK！

やってみよう

56

• 言葉を喋らせる
• print(“Hello, Python!”)

• ; は不要です
• 自由に喋らせてみましょう
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エディタのインストール

57

Visual Studio Code

58

• Microsoftがリリースしているエディタ
• Windows, Mac, Linux問わず使える
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Visual Studio Code

59

• インストールしましょう

https://code.visualstudio.com/download

• 「次へ」を押しまくってOK

Visual Studio Code

60

拡張機能
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Visual Studio Code

61

Python
-> インストール

Visual Studio Code

62

• 「フォルダーを開く」でDocumentsの
下に 「PythonStudy」というフォルダ
を作り、開きましょう
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Visual Studio Code

63

• 横のエクスプローラーで
「新しいファイル」
test.py という名前で作成

=> Pythonのスクリプトが書けます！

Visual Studio Code
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• 横のエクスプローラーで
「新しいファイル」
test.py という名前で作成

 Pythonのスクリプトが書けます！

• 上の「表示」=>「統合ターミナル」
で なんと！ VSCode内でターミナルが
起動できます！

 ここから実行しましょう
（詳しくは次回）
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まとめ

65

• 今回やったこと
– Python とは
– C言語との違い
– CUI とは
– Python のインストール
– Python を対話型シェルで使う

• 次回やること
– Python のスクリプトを実行する
– 基本文法 (for文, if文), データ型
– 関数とは

ありがとうございました
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